


















































































憶した 20 分後には 42% を忘却し、1 時間後には 56% を忘却すること、1 日後には 74%








































本研究では 2018 年 7 月に、テスト 1 とテスト 2 の 2 種類のテストを実施した（実
際のテストは藤原（2019）を参照のこと）。このテストは、アルクによって作成され
た「レベル別語彙リスト SVL12000」、および Nation の “The BNC/COCA head word 
lists” という 2 つの語彙リストを参考にして筆者が独自に作成した。「レベル別語彙リス
ト」は、その語彙が日本人英語学習者にとってどの程度役に立つ語彙であるかによっ








問題、本テストの 4 項目が挙げられる。テスト 1 の問 1 から問 3 で聞いた学年、専攻、











スト SVL12000」の Level 1 の単語、問 2 は Level 2 の単語、問 3 から問 12 までは「レ
Level 3 から Level 12 の単語にそれぞれ対応している。
レベル判定にあたり、正しく回答された数を回答者の英単語のレベルとして判定し
た。例えば問 1、問 2、問 3 で正しく回答した場合、その回答者は英単語レベル 3 とい
うことにした。ただし、レベルをまたいで正しく回答した場合はその平均値を英単語レ




実施した。本問題には問題 1、問題 2、問題 3 があるが、問題 1 と問題 2 では「レベル
別語彙リスト SVL12000」および “The BNC/COCA head word lists” の両方で高いレベ
ルにある英単語を使用した。問題 1 と問題 2 で使用した英単語の「レベル別語彙リスト
SVL12000」および “The BNC/COCA head word lists” におけるレベルは以下の通りで
ある（表 1）。
表 1　テストに使用した英単語の対応レベル
問題 英単語 日本語訳 レベル別語彙リスト SVL12000
The BNC/COCA 
head word lists
問題１ agile 賢い Level 12 Level 7
lucid 分かりやすい Level 12 Level 8
patulant 怒りっぽい Level 12 Level 10
vociferous やかましい Level 12 Level 10
問題２ legible 読みやすい Level 12 Level 9
abject みすぼらしい Level 12 Level 10
grubby 汚い Level 12 Level 10
illustrious 素晴らしい Level 12 Level 9
ここでは 2 種類の語彙リストを用いることによって、回答者が初見の英単語であり、









具体的には、ポジティブな意味を持つ agile という単語のシラブル数は 2、lucid は 2、
legible は 3、illustrious は 4、advisable は 4、spacious は 2 で、これら 6 つの英単語の
シラブル数の合計は 17 である。一方、ネガティブな意味を持つ petulant という単語の
シラブル数は 3、vociferous は 4、abject は 2、grubby は 2、lesser は 2、treacherous







記を出来るであろう 4 個という数を設定した。その後すぐに確認テストに移り、30 秒
間で英単語の意味としてあてはまるものを 4 つの選択肢の中から 1 つ選ぶ選択式のテス
トを行った。この形式のテストでは英単語とその意味を、曖昧であっても、覚えている
かを確認した。そして問題 2、問題 3 も同様の流れで行った後に、1 分間の記述式の確
認テストを実施した。記述式の確認テストでは、英単語とその意味を正確に暗記してい
るかを確認した。
次に、テスト 2 であるが、テスト 1 を実施した 1 週間後に実施したが、そのテスト内
容はテスト 1 と全く同じものである。問題 1 から問題 3 までの記述式問題を 3 分、選択
















た。グループ 1（G1）では全て黒、グループ 2（G2）では全て赤、グループ 3（G3）で
は全て青で表記した。グループ 4（G4）ではポジティブな意味を持つ単語は赤で、ネガ




G1 G2 G3 G4 G5 合計
21 名 25 名 15 名 15 名 23 名 99 名
4.4　分析方法
99 名の回答者の内、テスト 1 もしくはテスト 2 の片方にのみ回答した 17 名のデー
タは分析の対象から外した。また、点数差があることを確認するために GraphPad の 






問 4 は英語に関する資格として回答者の所持している英検の級および TOEIC L&R 
（Listening & Reading）のスコアを記入する形式であった。しかし TOEIC に関しては
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受験したことがないという回答者が 60 名（全体の約 61％）いたため、ここでは英検の
スコアを提示する。99 名の回答者のうち、準 1 級が 1 名（全体の約 1%）、2 級が 46 名
（全体の約 46％）、準 2 級が 24 名（全体の約 24％）、3 級が 14 名（全体の約 14％）、4
級が 2 名（全体の約 2％）、受験したことがない回答者が 12 名（全体の約 12％）であっ
た。グループごとの英検取得級は以下の通りである（表 3）。
表 3　グループごとの英検取得級
英検取得級 G1 G2 G3 G4 G5 合計　
準 1 級 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人
2 級 12 人 10 人 7 人 8 人 9 人 46 人
準 2 級 1 人 6 人 5 人 5 人 7 人 24 人
3 級 6 人 6 人 1 人 1 人 0 人 14 人
4 級 0 人 0 人 0 人 0 人 2 人 2 人













暗記方法 G1 G2 G3 G4 G5 合計
見る 13 11 7 10 12 53
声に出す 8 11 6 5 8 38
書く 8 12 8 7 14 49








者は少なかった。グループ別に見た場合、グループ 1 とグループ 4 では視覚的学習者






グループごとの英単語レベルの平均はグループ 1 が 3.21、グループ 2 が 2.70、グルー
プ 3 が 2.82、グループ 4 が 3.51、グループ 5 が 2.77 という結果であった。全体として
の平均は 2.83 であった。グループごとの英単語のレベルには少しばらつきがあるもの
の、アルクの「レベル別語彙リスト SVL12000」では Level 1 が「入門」、Level 2~4 が












G1 G2 G3 G4 G5 合計
平均点 17.81 17.72 17.73 16.87 16.17 17.26
標準偏差 3.01 2.88 3.88 3.29 2.37 3.09
本テストは選択式と記述式の問題を合わせて 24 問からなり、1 問 1 点で満点は 24 点
とした。そこでグループごとに平均点を比較すると、全ての英単語とその意味を黒で示
したグループ 1 の平均点が 17.81 点と最も高かった。次に平均点が高かったのは、17.73
点で全ての英単語とその意味を青で示したグループ 3 であった。全てを赤で示したグ
ループ 2 の平均点は 17.72 点と、グループ 3 とあまり違いがないという結果になった。
しかし、黒・赤・青のみで示したグループ 1、グループ 2、グループ 3 の結果と比較す
ると、2 色を使い分けたグループ 4 とグループ 5 の平均点は低いという結果が出た。ポ
ジティブな意味を持つ単語は赤、ネガティブな意味を持つ英単語を青で示したグループ
4 の平均点は 16.87 点で、これは最も平均点の高かったグループ 1 よりも 0.94 点低かっ
た。さらに、ポジティブな意味を持つ単語は青、ネガティブな意味を持つ単語は赤で示
したグループ 5 の平均点は最も低い 16.17 点という結果になった。これは最も平均点の
高いグループ 1 の平均点よりも 1.64 点も低かった。
5.2.2　テスト 1 の選択式問題と記述式問題の比較






G1 G2 G3 G4 G5 合計
平均点 11.33 11.76 11.40 11.27 11.70 11.49
標準偏差 1.15 0.52 1.30 1.33 0.63 0.99
選択式問題の結果は比較的ばらつきが少なく、平均点にもあまり差がないことが分
かった。最も平均点の高かったのはグループ 2 で 11.76 点、最も平均点の低かったのは




G1 G2 G3 G4 G5 合計
平均点 6.10 5.96 5.67 5.60 4.48 5.56
標準偏差 2.34 2.73 2.79 2.67 2.11 2.53
記述式問題も選択式問題と同様に 12 点満点であるものの、記述式問題の平均点の方
が明らかに低いということが分かる。最も平均点の高いのはグループ 1 で 6.10 点、最
も平均点が低いのはグループ 5 で 4.48 点と、その差は 1.62 点であった。また、ばらつ
きが最も多かったのはグループ 3 で標準偏差は 2.79 という結果になった。
ここで選択式問題と記述式問題の平均点を比較して考える。





図 2 はテスト 1 における選択式問題と記述式問題の比較である。どのグループでも記
述式問題の平均点が極めて低く、選択式問題の半分程度しか点数を取れていないグルー
プ（グループ 3・4・5）もあった。
よってテスト 1 の結果からは、選択式問題ではグループ 2、グループ 5 の平均点が高
いということ、そして記述式問題ではグループ 1、グループ 2、グループ 3 の平均点が




テスト 1 を行った 1 週間後に実施したテスト 2 は、テスト 1 と全く同じ問題・形式な
ので、テスト 1 と同様に、まず記述式問題と選択式問題を合算したテスト 2 全体の結果
を述べる。テスト 2 の平均点と標準偏差は以下の表 8 の通りである。
表 8　グループ別のテスト２の平均点及び標準偏差
G1 G2 G3 G4 G5 合計
平均点 10.95 9.36 10.67 9.07 9.57 9.92
標準偏差 3.71 2.90 3.37 2.71 2.74 3.09
グループの平均点を比べると、最も平均点が高かったグループは全ての英単語とそ
の意味を黒で示したグループ 1 で、その点数は 10.95 点であった。次に平均点が高かっ
たのは全ての英単語とその意味を青で示したグループ 3 の 10.67 点、それに次いでポジ
ティブな意味を持つ単語は青、ネガティブな意味を持つ単語は赤で示したグループ 5
で、9.57 点という結果であった。次いでグループ 2 の平均点は 9.36 点であった。最も
平均点が低かったのは、ポジティブな意味を持つ単語は赤、ネガティブな意味を持つ
単語は青で示したグループ 4 で、その平均点は 9.07 点であった。平均点が最も高いグ
ループ 1 と、平均点の最も低いグループ 4 の間には 1.88 点の差があるということも分









G1 G2 G3 G4 G5 合計
平均点 2.38 1.48 2.40 1.60 1.91 1.95
標準偏差 1.91 1.29 1.80 1.12 1.56 1.54
テスト 1 と同様に記述式問題の満点は 12 点であるにも関わらず、どのグループにお
いても平均点が極めて低いということが上の表から分かる。最も平均点が低かったのは
1.48 点のグループ 2 であった。表 9 から分かるように、いずれのグループにおいても平
均点は 1 点から 2 点程度であり、記述式問題の結果からは暗記した英単語の記憶がほと
んど定着していないということが言える。また、標準偏差に関してはどのグループにお
いてもばらつきはあるものの、そのばらつきはテスト 1 よりも少ない。最も平均点の高




G1 G2 G3 G4 G5 合計
平均点 8.48 7.88 8.27 7.47 7.65 7.95
標準偏差 2.23 1.99 2.12 2.00 1.75 2.04
テスト 2 の選択式問題で最も平均点が高かったのはグループ 1 で 8.48 点であった。
次に平均点が高かったのはグループ 3 で 8.27 点であった。どちらのグループも標準偏
差が 2.23、2.12 とばらつきはあるものの、記述式問題に比べるとどのグループにおいて
も平均点が高いということが見て取れる。最も平均点が低かったのは 7.47 点でグルー
プ 4 であり、最も平均点の高かったグループ 1 との間には 0.80 点の差があった。
ここで記述式問題と選択式問題の平均点を比較する。
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図 3　テスト 2 の選択式問題と記述式問題による平均点の比較




このことからテスト 2 の結果からはグループ 1 の平均点が最も高く、グループ 4 の平
均点が最も低いということ、そしてどのグループにおいても記述式問題の平均点が極め
て低いということが分かった。
5.4　テスト 1・テスト 2 全体の結果
5.4.1　テスト 1 とテスト 2 の点数の比較
ここまではテスト 1 とテスト 2 のそれぞれの結果を示した。次に、テスト 1 およびそ
の 1 週間後に実施したテスト 2 では点数差がどの程度あるのかを示す。
最初にテスト 1、テスト 2 それぞれの結果を合算し、そこから計算した平均点及びテ
スト 1 とテスト 2 の平均点の差を見る（表 11）。
表 11　グループごとのテスト１とテスト２における合算点の平均点及び点数差
G1 G2 G3 G4 G5
平均点 14.38 13.54 14.20 12.97 12.87







平均点が下がっているということである。一番点数が低下していたグループ 2 では 8.36
点、点数の低下が最も少なかったグループ 5 であっても 6.60 点減少している。よって
テスト 1 からテスト 2 にかけてどのグループにおいてもテストの点数は下がっていると
いうことが分かった。
次に選択式問題の点数差を示す。テスト 1 からテスト 2 にかけて、選択式問題の点数
差は以下の通りであった（表 12）。
表 12　テスト１とテスト 2 における選択式問題の点数差
G1 G2 G3 G4 G5 平均
-2.85 -3.88 -3.13 -3.80 -4.05 -3.54




最後に、記述式問題の点数差について見ていく。テスト 1 とテスト 2 の記述式問題の
点数差は次の通りであった（表 13）。
表 13　テスト１とテスト２における記述式問題の点数差
G1 G2 G3 G4 G5 平均




く、テスト 1 の記述式問題の全グループの平均点が 5.56 点であった。テスト 1 の 5.56




次に正答率の観点からテスト 1 とテスト 2 の点数を比較する。次に示す表 14 は、い
ずれも 24 点満点であるテスト 1 とテスト 2 を合わせた全体の得点の平均点、標準偏差、
正答率を表したものである。
表 14　テスト１とテスト２の全体の平均点と標準偏差及び正答率
テスト 平均点 標準偏差 正答率
テスト１ 16.00 点 3.02 点 66.67％
テスト２ 9.90 点 3.12 点 41.25%
テスト 1 における全体の平均点は 16.00 点で、正答率は 66.67% であった。つまり 1 度
見ただけの英単語であっても、曖昧な記憶も含めると多くの英単語とその意味を暗記
出来ているということが分かった。しかしテスト 1 の 1 週間後に行ったテスト 2 にお
いて平均点は 9.90 点、正答率は 41.25% になっている。正答率はテスト 1 と比べるとお
よそ 25.4% 下がっていることが分かる。t 検定を実施した結果、p 値は .01 未満で、テ
スト 1 とテスト 2 の間の差は統計的に有意であることが認められた（t（196）=13.98, 
 p ＜ .01）ことから、テスト 1 とテスト 2 の平均点には大きな差があることが確認できた。
同様に、テスト 1 とテスト 2 の選択式問題における全体の平均点と正答率について示
す（表 15）。
表 15　テスト１とテスト２の選択式問題における全体の平均点と標準偏差及び正答率
テスト 平均点 標準偏差 正答率
テスト１ 11.53 点 0.98 点 96.08%
テスト２ 7.95 点 2.00 点 66.25%
テスト 1 とテスト 2 の選択式問題はそれぞれ 12 問あり、テスト 1 における全体の平
均点は 11.53 点で、正答率も 96.08％と極めて高いことが見て取れる。しかしテスト 2
では平均点が 7.95 点になり正答率も 66.25% まで下がってしまっている。テスト 1 に比
べてテスト 2 の選択式問題の正答率はおよそ 29.8% 減少しており、t 検定を行った結果
においても p 値は .01 未満で、テスト 1 とテスト 2 の間の差は統計的に有意であること
が認められた（t（196）=15.99, p ＜ .01）。よって選択式問題においてもテスト 1 とテス
ト 2 の間には大きな差があることが分かった。




テスト 平均点 標準偏差 正答率
テスト１ 5.72 点 2.45 点 47.67%
テスト２ 1.95 点 1.62 点 16.25%
選択式問題と同様、テスト 1 とテスト 2 の記述式問題はそれぞれ 12 問あるものの、
全体の平均点は 5.72 点という結果であった。正答率に関しても 47.67％と半分以下であ
ることが分かった。その上、テスト 2 では平均点は 1.95 点とほとんどの問題に正しく
回答できていない。これまでと同じように t 検定を行った結果、p 値は .01 未満で、テ
スト 1 とテスト 2 の間の差は統計的に有意であることが認められた（t（196）=12.77, 
 p ＜ .01）。よって記述式問題においてもテスト 1 とテスト 2 の点数には大きな差がある
ということが分かった。
次に 5 グループ全体の正答率の差について考察する。次に示す図 4 は、テスト 1 とテ
スト 2 における正答率の差を、選択式と記述式の合計、選択式、記述式のそれぞれにお
いて示した図である。
図 4　テスト 1 とテスト 2 における正答率の差




















問題１ 問題２ 問題３ 問題１ 問題２ 問題３
選択式 3.83 3.77 3.93 2.16 2.70 3.09
記述式 1.24 2.07 2.23 0.32 0.99 0.64
高いレベルの英単語を使用しているのは問題 1 と問題 2 で、それより低いレベルの英
単語を使用しているのは問題 3 のみであるため、ここでは「問題 1 と問題 2 の点数から
算出した平均点」を高いレベルの英単語の結果として用い、「問題 3 の平均点」をそれよ
り低いレベルの英単語の結果として用いる。ここで言う高いレベルとは、アルクの「レ
ベル別語彙リスト SVL12000」における Level 12 の英単語、それより低いレベルとは
Level 8 に属す英単語を指す。この分別方法で点数差を比較したのが以下の図 5 である。
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図 5　英単語のレベルによる平均点の比較
図 5 からは、テスト 2 の記述式問題を除いた全ての形式で、Level 8 の平均点の方が
高いという結果が見て取れる。テスト 1 の選択式問題ではレベルによる点数の差は 0.13
点とほとんどないものの、テスト 1 の記述式問題ではその差が 0.57 点まで開いている。
さらにテスト 2 の選択式問題においてはその差は 0.66 点となり、Level 8 の問題の平均
点が高いという結果となった。しかしながらテスト 2 の記述式問題における差は 0.02
点と、ほぼ差がないという結果になった。
5.4.3　グループごとの平均点の差







図 6　テスト 1 とテスト 2 における合計点の平均点の比較
まずテスト 1 について述べると、最も平均点の高いグループ 1 と最も平均点の低い
グループ 5 の間には 1.56 点の差があり、この点数差から考えると黒で示したグループ
1 はグループ 5 と比べると、1 つから 2 つ英単語を多く暗記出来たということになる。








次にテスト 2 について述べると、テスト 2 はテスト 1 の 1 週間後に行ったため、テス
ト 1 で測った一時的な短期記憶ではなく、それよりも定着度の高い長期記憶がどれほど
残っているかを計測できたと考えている。テスト 2 では最も点数の高いグループ 1 と最













題の両方を含めて約 72.1% 正解することが出来ている。さらにテスト 2 の全グループ
の平均点は 9.92 点で、24 問ある問題のうち約 41.3％の問題に正解出来ている。加えて、
































































考えられる。さらに、問題 1 と問題 2 はいずれもアルクの「レベル別語彙リスト」の
































次に研究課題 4 について考察をする。研究課題 4 は「英単語の記憶と表記する色には
どのような関係があるのか」である。ここで注目したいのは、英単語とその意味を赤で
示したグループ 2 の結果である。グループ 1 とグループ 2 の間には 1.59 点の差があり、





えられる。もちろんグループ 1 の現在の英単語レベルは 3.21、グループ 2 の英単語レベ
ルは 2.70 であり、現状の英単語のレベルにはわずかながら差があるため、赤で書かれ
た英単語とその意味を暗記するという方法が悪影響を及ぼすとは言えない。しかしなが














最後に研究課題 5 について考察する。研究課題 5 は「英単語の記憶とストループ効果
にはどのような関係があるのか」である。結果から述べると、英単語の色分けは英単語
の記憶に悪影響をもたらすということが分かった。研究課題 1 でも述べた通り、テスト
1 の平均点を比較すると色分けを行ったグループ 4 は点数が 16.87 点と 4 番目、さらに
グループ 5 は最下位の 16.17 点で、最も平均点の高かったグループ 1 と、最も平均点の
低かったグループ 5 の間には 1.56 点の差があるという結果になった。さらにグループ 1
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Memorizing English vocabulary is an obligatory task for English learners, but there are few studies 
about the relationship between English vocabulary retention and color. This study therefore investigates 
effects of text colors on the memorization of English vocabulary. It specifically focuses on examining what 
influence the Stroop Effect may have. The Stroop Effect occurs when the color of a text and the meaning 
of that text are contradictory.
Ninety-nine students at Tokyo Woman’s Christian University were tested twice on their ability to 
memorize L2 vocabulary items and their definitions. These subjects were divided into five groups accord-
ing to the color of the texts in two tests. The first three groups were presented with texts in either black, 
red, or blue. The fourth group was presented with positive-meaning words colored in red and negative-
meaning words colored in blue; and the fifth group was presented with texts in the reverse pattern.
The results suggest that, regardless of the Stroop Effect, presenting words in different colors negatively 
influences the participants’ ability to memorize vocabulary, as Groups 4 and 5 scored lowest on both tests. 
Group 2, who were presented with red texts, also scored low, while Group 1, who were presented with 
black texts, scored the highest. These findings indicate that unaccentuated black texts are the best format 
for presenting vocabulary items to learners.
